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２－１全体会

2-1-1 全体計画と分科会の紹介

１．「総合演習」の目的と到達目標

教育職員免許法施行規則第６条第１項の表中にある備考７には、総合演習について次

のように記されている。

「七 総合演習は、人類に共通する課題又は我が国社会全体にかかわる課題のうち一以

上のものに関する分析及び検討並びにその課題について幼児、児童又は生徒を指導する

ための方法及び技術を含むものとする。」

このことから、以下、２つのことが、総合演習の学習内容となる。

① 人類に共通する課題又は我が国社会全体にかかわる課題のうち一以上をテーマに、実

際に「分析と検討」をするという総合演習を実際に体験する。

② さらに、それを子どもに指導することができるような「方法と技術」を習得する。具

体的には「総合的な学習の時間」を指導できる力量を習得するということである。

私たちは、上記２点を学習目標として、これから 15 回の学習活動を展開する。

本年度の学習計画は２「総合演習の日程」に示す。

２．総合演習の日程

第１回（10 月７日）・・・全体会１：オリエンテーション（授業概要、分科会希望調査等）

第２回（10 月 14 日）・・・全体会２：総合演習とは（講義担当：井門正美）

第３回（10 月 21 日）・・・全体会３：事例学習（附属小学校における「はばたき学習」

津島穣先生）

第４回（10 月 28 日）・・・全体会４：事例学習（附属中学校における「総合 DOVE」

菊池千香子先生）

第５回（11 月４日）・・・分科会１：所属分科会の決定。分科会１：活動開始

第６回（11 月 11 日）・・・分科会２：以下。「全体発表会」まで分科会ごとの計画で進行

第７回（11 月 18 日）・・・分科会３

第８回（11 月 25 日）・・・分科会４

第９回（12 月２日）・・・分科会５

第 10 回（12 月９日）・・・分科会６

第 11 回（12 月 16 日）・・・分科会７

第 12 回（１月 20 日）・・・分科会８

第 13 回（１月 27 日）・・・分科会９

第 14 回（２月３日）・・・全体会５：活動報告・研究発表１（分科会グループの前半）

第 15 回（２月 10 日）・・・全体会６：活動報告・研究発表２（分科会グループの後半）

他の分科会グループに対する評価及び感想をまとめる。



３．分科会の紹介   注：電話番号・URL は削除 
 分科会は 15 名の教員が担当します。テーマは次の通りです。 
 
番号 教員名と連絡先  テーマと内容 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 

石井宏一 
 
研究室 1-313 
 
使用教室 
 

秋田の「地図」をつくる―街の中に潜在している「情報」を通じて、秋田

とはどのような都市なのか考えてみよう― 
 秋田の街の中にはさまざまな「情報」が存在しています。それら に「表

現」すなわち「情報に『かたち』を与える」という行為を通じて、秋田の

都市としてのあり方を考えていきたいと思います。本課題では特に、秋田

の街なかに存在する情報をもと に「地図をつくる」ことを通じて、秋田

の「都市としての特徴」を顕在化し、掘り下げていこうと考えています。 
10-20 募集 
 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊藤恵造 
 
 
使用教室 3-121 
 
 
 
 

教材としての「FIFA ワールドカップ南アフリカ大会」 
 今年開催されたサッカー・ワールドカップ南アフリカ大会は、前評判の

高かったスペイン代表の優勝で幕を閉じました。日本代表チームが決勝ト

ーナメント 1回戦でパラグアイにＰＫ負けしたことも皆さんの記憶に新し

いのではないかと思います。 
 この分科会では、日本国内のみならず世界中の人々を「熱狂」させたワ

ールドカップを教材として取り上げます。注目を集める世界的なビッグイ

ベントだからこそ、そこには学習のための材料がたくさん詰まっていま

す。 
 文化、歴史、経済、環境、人種差別、地域間格差など、さまざまなテー

マのグループワークを通して学習しながら、最終的には体験した学習方法

のあり方についても検討してみたいと思います。 
 15 名募集 

３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井門正美 
 
使用教室 
4-111（白神ルー

ム） 
 
 
 
 

遊んで学べるすごろくを作ろう－オリジナル絵双六にチャレンジ！！－ 
 皆さんは、きっと小さい頃に「すごろく」で楽しんだことがあるのでは

ないでしょうか。この「すごろく」、実は「絵双六」と称されるものです

が、古くは文明年間（1469-87）辺りに宮中で遊ばれていた記録があると

のことです。 
 すごろくは、娯楽のように見えますが、単なる娯楽に止まらず、学びの

要素が含まれているものがかなりあります。そこで私の分科会では、絵双

六の歴史を知り、その上で、学習に役立つオリジナルな絵双六作ってみる

ことをします。是非参加してみてください。 
 20 名程度募集 



４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩田吉弘 
 
使用教室 
 
 
 
 

環境と食品の安全化学 
 食品添加物、農薬、重金属など食品や環境に含まれる化学物質に注目が

集まっています。本分科会では、メンバーそれぞれが具体的な物質を取り

上げ、化学的な特徴、生物やそれをとりまく環境への影響、あるいは食品

に含有された場合のヒトへの影響について、文献や成書の調査による科学

的な評価を行います。メンバーには、児童生徒がおこなう身の回りにある

様々な化学物質に関する調査、研究に対し、科学的知識に適切な指導、特

に、リスク、メリットとデメリットに関する内容ができることを目標とし

ます。 
 ６名募集 
 

５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内田昌功 
 
使用教室 3-125 
 
 
 
 
 
 
 

秋大生の食生活におけるグローバリゼーション 
 よく知られているように日本は多くの食材を海外から輸入しています。

背景にはグローバリゼーションの進展や保存技術の発展、また円高などの

要因があります。その結果、もともと日本では生産できないものはもちろ

ん、古くから自給されてきた食材が輸入されている場合も少なくはありま

せん。 
 しかし一方で食という日常的な問題であるにもかかわらず、こうした動

きについて日頃から強く意識している人は少ないように感じます。BSE、

産地偽装問題、輸入食品による健康被害、あるいは食料自給率などがニュ

ースになってあらためて意識する人も多いのではないでしょうか。 
 この分科会では私たちが日常、実際どのくらい輸入食材を消費している

のかを調査して把握することを目的とします。その上で、グローバリゼー

ション、地産地消、食の安全、原産地表示といった関連する問題について

議論し、理解を深めたいと考えています。 
 15 名募集 

６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川村教一 
 
使用教室 
 
 
 
 
 

宇宙教育 
 児童・生徒の学習への関心を高めることは、現代的な教育上の課題であ

る。航空宇宙工学者である的川泰宣博士は、「宇宙は子どもの心に火をつ

ける」と考え、日本における宇宙教育を提唱している。本分科会では児童・

生徒の学習への関心を高めるために、教材として「宇宙」を取り上げ、実

践的な宇宙教育指導を子供向けに試みる（例：小学校における実践）。な

お、宇宙教育とは、理科に限らず、技術、国語、芸術、体育、家庭などに

またがる教科横断的な教育である。 
 教材開発等に必要となる消耗品、教育実践校への交通費は自己負担とな

る。教育実践は、実施曜日・時間帯を教育実践校の都合に合わせて行う。



 
 

希望者数が著しく少ない場合は開講しない場合がある。 
  15 名募集 

７ 
 
 
 
 
 
 

今野和夫 
使用教室 
 

障がい者の地域生活 
 「ノーマライゼーション」という言葉やその理念は多くの人に知られつ

つありますが、障がい者が多くの仲間を得て地域の中で長い生涯をあたり

まえに生きていける状況からはほど遠いのが現状です。分科会では障がい

者の余暇活動を支援する団体に注目し、参与観察や支援者への聞き取り等

を通して、その現状や課題を明らかにします。 
  15 名程度募集 

８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斎藤 洋 
 
使用教室 2-210 
 
 
 
 

童謡の研究 
 歌い継がれてきた童謡が、教科書から次々に姿を消していく。その一方

で、近年、癒しの音楽として童謡がブームになっている。 
 ふだん何気なく聴いたり口ずさんだりしている童謡であるが、歌詞の意

味を真剣に考えることは少ない。歌詞に込められた真のメッセージを探

り、さらには実際に歌うことにより、童謡への関心を深めることを目的と

する。 
歌詞の意味と解釈、詞とメロディーとの関係、曲の成立背景などについて、

文献、映像資料等をもとに多角的に研究する。演奏は２～３のグループに

分けて選曲し、自主的に練習する。 
 20 名程度募集 
 

９ 
 
 
 
 
 
 

寺井 謙次 
  
使用教室 
 

秋田のイネ新品種「ゆめおばこ」誕生物語 
 日本では200を越えるイネの品種が栽培されています。にもかかわらず、

毎年のように新しい品種が生まれています。しかもその殆どがコシヒカリ

系の品種です。新しい品種には、「美味しい」という性質のほかにどのよ

うな期待が込められているのでしょうか。最近、秋田県で作られた新品種

「ゆめおばこ」誕生の経緯を辿りながら、その背景を探ってみます。 
  5 名程度募集 

10 
 
 
 
 
 
 
 

杜 威 
 
使用教室 
 
 
 
 
 

 知恵の輪 
 遊びを通して数学を学ぶ、また、遊びに数学を見つけ出すなどの活動は、

算数・数学に対する関心・意欲・態度の育成を図る手立ての 1 つである。

この授業は、知恵の輪の 1種類となるチャイニーズリングをモデルにして、

小中高という 3 つ学習者集団に合わせて、小学校算数科の教材として、ま

た、中学校数学科の教材として、そして、高等学校数学科の教材として開

発することを目的として展開されるものである。 
 具体的に、「1．知恵の輪に関する文献の収集と講読。2．知恵の輪の制



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

作。3．知恵の輪の操作についての習熟。4．2 進数や数列などを用いる知

恵の輪の数学化。5．3 つのグループによる教材開発。」の流れで授業を進

めていく。 
＊知恵の輪の制作に鉄線・アクリル板・キーリング（内径 22～25mm）な

どの材料と工具のペンチが必要であるが、そのうち、キーリング 5 個を個

人負担で受講者が事前に購入する。大学生協に依頼しているが、内径

22mm のものが 6 個入りパックは 117 円となっている。 
 10 名程度募集 

11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長瀬達也 
 
使用教室 1-309 
 
 
 

色や形で伝えよう－絵本づくりで－ 
 社会や学校では、言葉が重要な位置を占めています。しかし、人間にと

っては色や形も重要な道具です。ここでは、自分の伝えたいことや、表現

したいことを、言葉を使わないで、色や形だけを使った絵本をつくること

で、色や形、画像や映像の力について考えていきます。 
 活動としては、まず色や形による初歩的な表現をやってみたり、画像や

映像による表現の歴史や現状を調査します。これらの成果を生かして、色

や形だけを使った絵本をつくっていきます。 
＊経費として 500 円程度が必要です。 
  15 名募集 

12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成 田 雅 樹    

研究室 
 
使用教室 3-150 
 
 
 
 
 
 
 

秋田の風土と文化を考える－言葉と文学を通して－ 
１．言葉 
 秋田市周辺・秋田県内の方言を研究対象とします。年齢や性別、出身地

域による違いを調べたり、転入者の目から見た秋田の言葉の不思議を調べ

たりして、方言に関することを幅広く考えようと思います。もちろん県外

出身の方が、各自の地元の方言を研究してもいいし、秋田の方言と比較す

る研究をしてもいいわけです。 
２．文学 
 秋田に関わる文学作品や文学者を研究対象とします。秋田県出身の文学

者やその作品、作品の中で秋田県が描かれている作品やその作者などを研

究の対象として、広く考えようと思います。作品は、小説以外にも詩や短

歌、俳句、ノンフィクションなども含めたいと思います。 
  20 名程度募集 

13 
 
 
 
 

林武司  
研究室 
 
使用教室 

日本の水輸入を考える 
 日本が輸入（消費）している海外の水資源量を理解するため、各自が調

査した品目（牛肉、小麦、リンゴ、コメ）について、各国の Water Footprint
（生産するのに消費した水の量）を整理・集計した。その結果を地図とし

て可視化するとともに、日本の Water Footprint と比較することで、日本



 の海外の水資源量への依存度を調査する。 
14 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

望月一枝 
研究室 
 
使用教室 
 
 
 
 
 
 

シティズンシップ教育の教材開発と評価 
 シティズンシップとは、「多様な価値観や文化で構成される社会におい

て、個人が自己を守り、自己実現を図るとともにより良い社会の実現に寄

与するという目的のために、社会の意思決定や運営過程において、個人と

しての権利と義務を行使し、多様な関係者と積極的に（アクティブに）関

わろうとする資質」と定義されている（2006 年、経済産業省「シティズ

ンシップ教育と経済社会での人々の活躍についての研究会報告書」）。 
 分科会では、高校生と大学生を対象にしたシティズンシップ教育の教材

開発とシティズンシップ教育実践の評価を通して、多角的な視点から地域

的・国際的な課題を探求できる能力を養う。 
 調査結果をレポートにまとめ、成果と課題を発表する。 
（個人のレポートとグループの発表を組み合わせる形式） 
  15 名程度募集 

15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

若有保彦 
 
 
使用教室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校外国語活動教材開発 
 現在多くの小学校で、総合的な学習の時間の一環として英語を中心とし

た外国語活動が行われている。また 2008 年 3 月に告示された学習指導要

領では、平成 23 年度から小学校高学年の「外国語活動」が完全実施され

ることになっている。しかし現状では、小学校での外国語の授業は試行錯

誤の段階にあり、誰が、何を使って、どのように教えるのか等、様々な課

題が残っている。本授業ではこのような課題のうち特に教材の問題につい

て取り上げていきたい。 
  第１段階：学習指導要領やカリキュラムを概観し、小学校の外国語活動      

に関する理解を深める。 
  第２段階：現在小学校で使われている教材の分析を行い、問題点や課題      

を見つける。 
  第３段階：実際に小学校の外国語活動の授業を見学し、問題点や課題を      

見つける。 
  第４段階：第２、第３段階で挙げた問題点を解決する教材の開発を行う。 
 ＊経費：４００円程度（小学校学習指導要領解説(外国語活動編)及び英     

語ノート１、２の購入費用として） 
  条件：木曜日の授業時間外に小学校の授業の見学に行けることが望     

ましい。 
 15 名募集 

 



2-1-2 附属小学校の「はばたき学習」－津島穣先生の講義 

 

実施日：平成２２年１０月２１日 １４時３０分～１６時００分 

 

講義内容：  １ 総合的な学習の時間で育つ子どもの力 

２ 総合的な学習の時間の目標と内容 

 （１）総合的な学習の時間の目標の構成 

  （２）内容の取扱いと配慮事項 

３ 全体計画と指導計画 

  （１）全体計画に盛り込む内容 

  （２）育てようとする資質や能力及び態度 

  （３）３つの学習課題 

４ 授業づくりのポイント  

  （１）学習活動を探究的にするために 

  （２）他者と協同して取り組む学習活動 

５ 総合的な学習の時間のこれから 

 （１）教科等の学習との連携 

 （２）探究的な学習が展開される場となること 

 （３）学校や地域・社会とをつなぐ 

 

配布資料：①平成２２年度 はばたき学習（総合的な学習の時間）実践・研究計画 

②平成２２年度 総合的な学習の時間（はばたき学習）全体計画 

     ③平成２２年度第６学年 総合的な学習の時間（はばたき学習）実践例 
 
講義風景 

 

 
 



講義終了後の学生の感想 
①：今日は実際に、現職の先生の話が聞けてとても貴重な体験ができたと思う。『何の

ためにやるのか』ということは、指導者として押さえておかなければいけないこ

となので、しっかり理解したいと思った。 
 

②：総合的な時間の学習での学びはなかなか見えないものであると私は思うので、体

験前後の検証や学びを可視化することにより、学びの定着度が把握でき、効率的

に授業を進めることができると考えた。 
 
③：私が小・中学生の時、総合は総合、教科は教科と分けて考えていて、つながりは

意識していませんでした。つながりを子どもに意識させる総合の授業づくりが大

切だと思いました。 
 
④：自分が小学生の頃は、地域に昔からある石碑や神社、お寺について調べる学習を

したのを思い出しました。自分のすんでいる地域のことについて、調べてみると

発見がいっぱいで、青森も秋田も住んでいる地域が違っても興味を持つ度合いは

変わらないのだなあと思いました。ねらいと目標の設定を大切に考える必要性が

身に染みて分かりました。 
 
⑤：附属小での実践を聞き、子どもたちが自分から課題を見つける様子から、教師や

学校側の取り組みが大きいほど、子どもの学びが広がると感じた。行事の準備は

総合に入らないといっていたが、２分の１成人式は行事に入らないのか疑問に思

った。 
 
⑥：附属小学校の総合的な学習の時間の取り組みの中で、自分たちでエコとは何かを

考え、実際にオリジナルのエコ商品を開発していて、立派だなと思った。また、

このような活動を通して、子どもたちが自分たちの活動の成果を客観的に把握す

ることができ、学年間のつながりも見られることができるので、総合的な学習の

時間の大切さを感じた。 
 
⑦：総合的な学習の時間は、やりっ放しではなく、体験によって子どもたちに何が残

るのかという検証が大切であることが分かりました。また、教科の学習とは別に

考えるのではなくて、どうやって関連させていくのかということを考える必要が

あると思いました。学習の進め方によって、様々な教科と関連させることができ

る可能性があることを知りました。 
  ⑧：津島先生の話を聞き、自分がやった総合的な学習の時間について思い出した。自

分たちでテーマを決定し、調べ学習を進め、まとめるという活動は総合的な学習

の時間だからこそできるものだと思った。次の学習につなげるということが印象

的だった。 
 



2-1-3  附属中学校「ＤＯＶＥ」－菊池千香子先生の講義        

 

実施日：平成２２年１０月２８日 １４時３０分～１６時００分 

 

講義内容：  １ 平成２２年度「ＤＯＶＥ」全体計画の概要 

２ 「ＤＯＶＥ」を通して子どもにつけさせたい力 

 （１）学年別につけさせたい力 

  （２）３年間を通して 

３ 「ＤＯＶＥ」の年間実践 

  （１）調べ学習の方法 

  （２）夏期休業期間中のフィールドワークについて 

  （３）夏期休業期間中の自由研究について 

４ 「ＤＯＶＥ」フェスタ（学校祭）に向けての取り組み 

  （１）「ＤＯＶＥ」フェスタとは 

  （２）平成２２年度「ＤＯＶＥ」フェスタの様子 

 

配布資料：①平成２２年度ＤＯＶＥ全体計画・年間計画（１年生用＋２・３年生用） 

②ハンドブック（調べ学習の方法、コンピュータの利用について、訪問活動の

マナー・安全について、Ｈ２２夏休み研究例） 

     ③インタビューの手引き 

     ④自由研究展示会写真 

     ⑤ＤＯＶＥフェスタ細案・当日の配置一覧 

 

講義風景： 

 
 



講義終了後の学生の感想 

   ①：附属中学校の総合的な学習の時間の取り組みを知り、伝える能力、表現力の向

上など子どもが相互的に関わり合いながら考えていくことが大切だと知った。

１人１人の子どもそれぞれに良さがあるので、個々を伸ばす手立てが大切だと

感じた。 

 

   ②：附中には教育実習で行ったので、実際に活動を見ることができていた。また、

附中の目指すことの１つに話し方（伝え方）もあったが、その力をつけようと

いうのは、なかなか無かったので勉強になった。 

 

   ③：今日の講義では、附属中学校での「総合的な学習の時間」の取り組みや活動に

ついて、詳しく知ることができました。また、「総合的な学習の時間」は、教

師の力が発揮される教科であると改めて感じました。 

 

   ④：情報の選び方や、伝える力、社会に出てこれから使うであろう能力を身に付け

させるための総合的な学習の時間であったが、実際のところ、確実に身に付け

させることは大変であると思った。課題を自ら発見し、追求していくことは、

自分たちにも必要な力であると思うので、中学校段階から積極的にやっていく

ことは大変よいことであると思う。 

 

   ⑤：今回の講義では、学校全体で取り組む総合的な学習の時間の活動の内容を知る

ことができた。ＤＯＶＥフェスタの取り組みは、他の中学校のものとは違い、

総合的な学習の時間の時間と、他教科とのつながりがはっきりしていて、子ど

もに学習という意識を持たせながら行事に参加させられるものだと思った。 

 

   ⑥：自分たちが学んでみたい、興味があるところに実際に訪問し、働いている人た

ちから社会の勉強をすることは非常に良いことだと思います。僕も中学校のと

きに実際に訪問しましたが、日常の学校の授業では学ぶことのできないことを

学ぶことができて、とても貴重な体験でした。 

 

   ⑦：菊池先生も秋大の出身者だったらしく、今も昔も生徒の考えることは同じなん

だなと思った。総合的な学習の時間に生徒が作成したスライドを見て、秋田に

ついて・少子高齢化についてとてもよく調べ、考えているんだなと感じた。私

にもできることがないか少し考えてみようと思った。ＤＯＶＥの取り組みはと

ても素晴らしいと思った。附中の夏休みの課題が少なくて驚いた。 

 

 



2-2-1 第 1 分科会「秋田の地図をつくる」 

 

担当者 石井宏一    受講学生 6 名 
 
活動概要： 秋田の街のなかに存在する情報をもとに「地図をつくる」ことを通じて、「秋

田の都市としての特徴」を歴史的背景な背景などから明らかにし、考察して

いく。 
 
活動風景： 

 

 

 



 

 

 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ 今後の課題や、予定について大まかに知ることができた。地図の作成は特に独創性

が重要であると思うので、散歩でも自分なりの視点を持って取り組みたい。（11 月 4
日の感想より） 

 
 ○ パソコン操作が苦手なので、パソコンを用いて地図をつくる作業をとても難しいと

感じてしまった。ましてや「マック」を今まで使ったことが無く、さらに難しいと

思った。（11 月 18 日の感想より） 
 
 ○ 今日は、地図を作成するために、PC の講座を受講した。初めて使うソフトだったが、

使い勝手の良さに驚いた。これを用いて、地図作りをより効率的に進めていけるよ

うにしていきたい。（12 月 2 日の感想より） 
 
 ○ 地図の作成やまとめをした。マックのパソコンで地図を作成するための練習をしま

した。マックを使用するのは初めてで、色々と戸惑うことばかりでしたが、簡単な

地図は作成できてよかったです。使い方を来週まで忘れないようにしたいと思いま

した。（12 月 16 日の感想より） 
 
 ○ 今まではインターネットに頼っていたが、図書館から本を借りてきて調査をしまし

た。インターネットでは進まなかった調査作業がはかどるようになりました。（1 月

29 日の感想より） 



2-2-2 第 2 分科会「教材としての『FIFA ワールドカップ南アフリカ大会』」 

 

担当者 伊藤恵造   受講学生 19 名 

 
活動概要： 日本国内のみならず世界中の人々を「熱狂」させた「FIFA ワールドカ

ップ南アフリカ大会」を教材として取り上げ、文化、歴史、経済、環境、

人種差別、地域間格差など、さまざまなテーマについてグループワーク

を通して学習しました。最終的には、体験した学習活動を踏まえて、独

自の学習プログラムを作成し、それを実際に行ないました。  
 
活動風景： 

 

 

 



 

 

 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ 今日は最初の分科会でした。自己紹介をしたのですが、みんなユーモアに溢れてい

て、今後の活動が楽しくなりそうだなと期待しています。楽しい分科会にしたいの

で、これからよろしくお願いします。（11 月 4 日の感想より） 
 
 ○ グループワークをしたが、世界のことを全然知らないという現状を知ることができ

た。サッカーのことや差別問題などの知識を身に付けていきたい。（11 月 11 日の感

想より） 
 
○ 世界的な大会のチームの条件を考えていたわけだが、この問題は日本の中でも、県

の出身者割合に関する問題にとても似ていると感じた。（11 月 25 日の感想より） 
 
 ○ それぞれのグループの発表を聞いて、それぞれ違った工夫をしていてよかった。自

分たちの発表はもっと内容の濃いものにできたはずなので、そこは反省すべき点だ

と思う。（1 月 20 日の感想より） 
 
 ○ 今日は、来週の発表の準備をした。他のグループとの合同作業なので、上手く進ま

ない場面もあったが、来週はいい発表が出来るように頑張りたい。（1 月 27 日の感想

より） 



2-2-3 第 3 分科会 「遊んで学べるすごろくを作ろう！！」 

 

担当者 井門正美   受講学生 22 名 
 
活動概要： すごろくは『日本書紀』の中に、の６８９年（持統天皇の代）に「禁断双六」

という記述があるということですが、これは盤双六と言われるものです。今回、

私たちが対象としたのは、皆さんにもお馴染みの絵すごろくです。この絵すご

ろくの源流は、13 世紀頃の仏法双六だと言われ、これは天台宗の新米のお坊さ

んに遊びながら仏法の名目を学ばせるために考案されたと推測されます。その

後、江戸時代に入り、絵すごろくが成立するに至って、今日まで親しまれてい

る遊びです。 
私たちは絵すごろくの「遊び」と「学び」に注目して、オリジナルな絵すご

ろく開発をすることにしました。絵すごろくには、「遊び」と「学び」が満載で

す！！ 
 
活動風景： 

 

 



 
 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ 双六の歴史や種類について学んだ。自分たちでこれから双六を作っていくので、ユ

ニークで学習に使いやすいようなものを作っていきたいと思う。（11 月 4 日の感想よ

り） 
 
 ○ コマの無いようなデザイン等をどう工夫するかで決行尾悩んだ。1 つの双六につきど

れだけの『進む・休む』等を入れるかなど双六独特の難しさもあるが、作成を進め

るにつれて研究も深まっているような気がした。（11 月 18 日の感想より） 
 
 ○ 色つけ作業に入って双六らしさが出てきたように思う。冬休みをはさんで 1 月 20 日

からの講義時間内で完成させるように頑張ろうと思う。（12 月 16 日の感想より） 
 
 ○ 私たちのグループの双六が無事に完成しました。最終の仕上げなどもできて工夫し

て作ることができました。発表をしっかり頑張りたいです。（1 月 27 日の感想より） 
 
 
 



2-2-4 第 4 分科会 「環境と食品の安全化学」 

 

担当者 岩田吉弘   受講学生 6 名 
 
活動概要： 各自が環境と食品に関する話題を取り上げ、安全と化学の立場から調査、研

究した。さらに中学校における総合学習としての立場から、調べ学習への動機

付けと学習者が身につける力について考察した。以上の内容を取りまとめ、活

動報告をおこなった。 
 
活動風景： 

 

 



 
 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ 今回、成書でテーマを探しましたが、自分の中では身近にある「食品添加物」につ

いて調べようと思いました。私たちが考えていることが本当に正しいかなどを調べ

ていきたいと思います。（11 月 4 日の感想より） 
 
 ○ 研究テーマの動機付けが曖昧であることに気付かされた。子どもたちは「何に」興

味関心を持つのか考えていきたい。具体的に「何を」調べるのかを明確にしていき

たい。（11 月 18 日の感想より） 
 
 ○ 以前の講義で明らかになった問題点から、教師が 1 つの課題について調べさせるこ

とによって、生徒たちも調べ損をすることもなく調べさせることが出来ると思いま

した。ただ単に「調べ学習」と言っても、やり方には気を付けていかなければなら

ないと考えます。（11 月 25 日の感想より） 
 
 ○ 今まで研究してきた内容を全部紹介出来ればいいが、発表時間が 2 分 20 秒だったの

で、コンパクトにまとめる作業が難しかった。来週の全体発表会では上手に伝えら

れるよう頑張りたい。（1 月 27 日の感想より） 
 



2-2-5 第 5 分科会 「グローバリゼーション時代の秋大生の衣食」 

 

担当者 内田昌功   受講学生 12 名 
 
活動概要： 衣服や食というごく日常的なものを材料として、現代社会を特徴付けるグロ

ーバリゼーションの動きを確認し、理解を深めることにしました。普段着てい

る服や食べているものがどこで作られたものか調査し、統計を取って、グロー

バリゼーションの中にある私たちの生活を浮かび上がらせました。 
活動風景： 

 

 

 
 



 
 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ グローバリゼーションについて、確認していった。おおざっぱな知識しかなかった

ため、初めて知ることが多くあった。調査も頑張っていきたい。（11 月 4 日の感想よ

り） 
 
 ○ テーマは職にとどまらず、衣や日用品について原産地はどこなのか調べ、まとめる

ということ。非常に興味のある分野なので、今から楽しみです。（11 月 4 日の感想よ

り） 
 
 ○ 中国製商品増加の流れや、生産工場移転先がベトナムに移りつつある背景や企業の

ねらいについてよく分かりました。国内での雇用確保の難しい側面についても分か

りました。（11 月 25 日の感想より） 
 
 ○ 日本（秋田）の 20 年後について、様々な職業（産業）の観点から考えた結果、政府

が移民政策を推奨していることが分かった。しかし、メリット・デメリットはそれ

ぞれあり、将来に直結することなので、よく考えていかなければならないことだと

思った（1 月 27 日の感想より） 



2-2-6 第 6 分科会 「宇宙教育（プラネタリウム番組制作体験）」 

 

担当者 川村教一   受講学生 4 名 

 
活動概要： 児童の宇宙への興味・関心を高める学習活動のひとつとして、プラネタリウ

ムを用いて行う教育プログラム作りに取り組む。番組つくりを通して、教育素

材収集、教材の構成、プラネタリウム投影機の構造と機能についての知識や理

解を深める。 
活動風景： 

 

 



 
 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ 宇宙のスケールの大きさにとても感動させられました。発表までの 1 回の講義、そ

して毎日がとても楽しいものになりそうで、この分科会を選んで本当によかったと

感じました。（11 月 4 日の感想より） 
 
 ○ 今日は、プラネタリウムの見学を行いました。やはり星空は綺麗であり、無限を感

じさせてくれるものだと実感しました。この見学を上手にまとめて、シナリオをイ

メージしていきたい。（11 月 25 日の感想より） 
 
 ○ プラネタリウムの構造や操作の仕方を見学したが、あまり大きく操作するのは難し

いと思う。プロジェクターを使い話を進めるが、プラネタリウムを使いたい。（11 月

25 日の感想より） 
 
 ○ ストーリーが完成し、リハーサルをしたが、手直しが必要であったりスライドと合

わなかったりと、準備がさらに必要だ。先輩方のアドバイスを活かしてよりよいも

のを作りたい。（1 月 20 日の感想より） 



2-2-7 第 7 分科会 「障がい者の地域生活 ～余暇支援を通して～」 

 

担当者 今野和夫   受講学生 15 名 

 
活動概要： 障がいのある方たちは、地域で生きがいのある生活を送るには、自由に参

加できる余暇活動の充実が不可欠です。しかし、障がいのある方には移動の

困難や活動内容の困難さからこうした活動に積極的に参加できないというの

も現状です。 
このような方々が地域の中で充実した余暇活動をできるように支援してい

るボランティア団体が多くあります。こうしたボランティア団体を訪問し、

実際に活動を見学体験したり、関係者の方たちにインタビューをしたりして、

余暇支援について学びました。 
活動風景： 

 

 



 
 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ 障がいについて知識は浅いけれども、これから活動を通して視野を広げていけたら

いいと考えています。まずはやることを決めて、テーマに対していろんな観点から

見ていきたいと思います。（11 月 4 日の感想より） 
 
 ○ 秋田には障がい者を支援する団体がたくさんあることを知りました。私は子どもの

余暇活動について調べることになったので、積極的に色々と調べていきたいと思い

ます。（11 月 11 日の感想より） 
 
 ○ 実際にボランティアに参加してみて得られた情報や行ってみての自分の感じたこと

などをまとめたり、今後参加するボランティアの確認や、実際のボランティアの現

場でどのようなことをするばいいのか確認をした。（12 月 2 日の感想より） 
 
 ○ 余暇活動についてみんなに分かりやすいような発表をすることはとても難しいと思

った。ちゃんと興味を持って聞いてもらえるように工夫していけたらいいな、と考

えた。（1 月 20 日の感想より） 
 
 



2-2-8 第 8 分科会 「童謡の研究」 

 

担当者 斎藤洋   受講学生 12 名 
 
活動概要：童謡の歌詞に込められた真のメッセージを探り、さらには実際に歌うことによ

り、童謡への関心を深めた。歌詞の意味と解釈、詞とメロディーとの関係、曲

の成立背景などについて文献、映像資料等をもとに多角的に研究した。 
 
活動風景： 

 

 

 



 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 

○ 童謡の歌詞や成り立ちなどは、研究してみると面白そうだなあと思った。童心にか

えって楽しみたい。（11 月 4 日の感想より） 
 
○ 歌詞の意味や背景にはとても深い謎があるようなので、それを理解すると童謡をさ

らに楽しめると思った。（11 月 11 日の感想より） 
 
○ 童謡がどのようにしてできたのかを知って感動した。外国の方である人が自分の子

に読ませたい本がなかったから作ったと聞いたことがあるが、子どものためだと頑

張れるのかなと思った。（11 月 18 日の感想より） 
 
○ 遊び歌をまたいくつかしれてよかった。介護等体験で乳児院に行ったときにやって

みようと思った。合唱はまだ音がとれないので頑張ろうと思った。（12 月 16 日の感

想より） 
 
○ それぞれが休みの間に調べたことについての最終的な発表を聞いて、みんな濃い内

容を上手にまとめていて、勉強になった。全体会の発表に向けて頑張りたい。（1 月

20 日の感想より） 



2-2-9 第９分科会「秋田のイネ新品種「ゆめおばこ」誕生物語」 

 

担当者 寺井謙次    受講学生 6 名 
 
活動概要： 今年度から本格栽培が始まった、秋田で育成されたイネ新品種「ゆめおばこ」

に注目し、育成の背景や誕生の経緯を探りました。その過程で、秋田県の稲

作事情や稲育種の今後の課題等についても調べました。 
 
活動風景： 

 

 

 



 

 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ 自分は秋田県出身だけど、いつも食べているお米はあきたこまちばかりで、ゆめお

ばこについては名前を聞いたことさえなかった。ゆめおばこという品種がどういう

目的で作られたのかということを調べていきたい。（11 月 4 日の感想より） 
 
 ○ 日本を代表する稲の品種、その特性や生まれた背景などについて大まかに学んだ。

パワーポイントの発表資料についても少しイメージが持てた。（11 月 11 日の感想よ

り） 
  
 ○ 1 穂の籾数・稔実籾数・不稔実籾数・稔実歩合・玄米千粒重を求めた。たった 1 本の

穂でも、時間がかかり大変な作業だった。農家の方の大変さを身に染みて感じた。（11
月 18 日の感想より） 

 
 ○ 自分が小学校の時には、特別活動の中で少しは稲作について学んだ記憶がある。し

かし改めて調べてみると、知らないことだらけで驚いた。毎日食べている米に関し

て自分は何も知らないのであると改めて思った。（12 月 2 日の感想より） 
  
 ○ 分科会のメンバーが作ってきたスライドを合わせて、全体発表用のパワーポイント

が完成した。その後、通しでの発表練習を行った。初めての割にはスムーズにいっ

てよかった。本番もこの調子で頑張りたい。（1 月 20 日の感想より） 
  



2-2-10 第 10 分科会「知恵の輪（チャイニーズリングを生かした授業作り）」 

 

担当者 杜 威   受講学生 10 名 
 
活動概要： 知恵の輪の一つチャイニーズリングについてのしくみ、歴史を理解し、小学

校、中学校、高校の算数、数学の授業で教材として役立てることができるのか

研究しました。 
 
活動風景： 

 
 

 



 
 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ チャイニーズリングの遊び方、自分のやった知恵の輪とは違うもので、非常に奥が

深く楽しかった。目標を持って 1 つ 1 つ付けたり外すのは重要！！（11 月 4 日の感

想より） 
 
 ○ リングの数が 1 個増える毎に約 2 倍ずつ最低限の手数が増えるので、リングが 36 個

になると手数が億単位になるのに驚いた（11 月 25 日の感想より） 
 
 ○ 不器用ながらもなんとか 7 個のチャイニーズリングができた。自分でモノを作った

というのは久しぶりで、とても愛着が沸きました。（12 月 9 日の感想より） 
 
 ○ チャイニーズリングを高校の教材として使うときに数列を使って問題を出すように

したが、そこまでどのように持って行くのかがまず課題だと思いました。（12 月 16
日の感想より） 

 
 ○ チャイニーズリングの全体発表に向けての準備を行い、自分は知恵の輪の操作担当

となったので、当日失敗しないように練習をします。（1 月 20 日の感想より） 
 



2-2-11 分科会 「色や形で伝えよう－絵本づくりで－」 

 

担当者 長瀬達也   受講学生名 17 名 

 
活動概要：  社会や学校では，言葉が重要な位置を占めています。しかし，人間にとっ

ては色や形も，思考や伝達などの重要な道具です。ここでは，自分の伝えた

いことや，表現したいことを，言葉を使わないで，色や形だけを使った絵本

をつくることで，色や形，画像や映像の力について考えていくことにしまし

た。 

  具体的な活動としては，まず色や形による初歩的な表現をやってみたり，

「はらぺこあおむし」などを創ったエリック・カールの色や形の表現の哲学

や方法論を調査したりしました。これらの成果を生かして，色や形だけを使

った絵本をつくっていきました。 

 
活動風景： 

 



 

 
 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 
 ○ 言葉が無くても、絵だけで相手に自分の考えを伝えるのはすごく難しいことだなあ

と思いました。自分であまり考えないで描いたものが、他人の手を加えるだけで、

あそこまで進化するもんなんだ、と面白くなりました。（11 月 4 日の感想より） 
  
 ○ みんな既に構想がまとまっていて、ストーリー性があってすごいなと思った。私は

テーマとしては「窓から見える風景」にしたいと思ったけれど、最後どうしたらよ

いのか浮かんでこない。様々な生き物の家から窓の外を見ると面白そう！！と思っ

たのだが･･･。もう少し考えてみたいと思う。（11 月 11 日の感想より） 
 
 ○ 一人一人自分のテーマに沿って、自分なりの表現をしていることが作品からとても

伝わってきた。私は出来たものから物語を連想するとうことでテーマがみつかるま

でが長かった。実際、今日ここに来て、付箋を書いているときに「発見だから飛び

出してくる感じがいいな。」というように色々浮かんでくるほど定まっていない。だ

が、ようやく製作が楽しくて、家でも作業が進むようになってきた。他の人の発表

を聞いていると、本当にいろと形で何かを表現しようとしているのが伝わってきて、

自分に自信がなくなったり、すごく揺さぶられたりした。 
   しかし、優劣ではなくて、しっかり自分の作品を考えるときの参考として吸収し、

これからも自分の表現に自信を持って製作にあたりたい。自分にとってはよい刺激

になったと思うし、自分のものが他の人の作品にも参考にしてもらえるように頑張

りたい。（12 月 16 日の感想より） 
 



2-2-12 第 12 分科会 「秋田の風土と文化を考える（方言・文学・民俗）」 

 

担当者 成田雅樹   受講学生 20 名 
 
活動概要： グループごとにテーマを設定し、文献調査、インタビュー等の方法で調査活

動をし、結果を絵本、カルタ、動画、スライド、印刷資料等にまとめた。今

回はすべてのグループ・個人が方言を中心テーマにして活動した。 
 
活動風景： 

 
 

 

 



 

 

 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ 以前の例を見て、方言について調べると今まで当たり前だと思っていたことも実は

秋田だけだと言うことも見えてきそうだと感じました。今日だけでも「雪やけ」は

山形では言わないということを知ることができました。何を目標として進めるか、

次までに決めていきたいと思います。（11 月 4 日の感想より） 
 
 ○ 「方言かるた」を作ることになった。「秋田のことば」という本を見てみたら、知ら

ない方言がかなりあった。次回から具体的に活動できると思う。（11 月 18 日の感想

より） 
  
 ○ 今日は、使うマンガの一部をどこにするか決め、実際に訳するところまで進めた。

しかし、これが意外と難しく、辞書には載っていないものも多かった。自分のフィ

ーリングを信じて訳し、それを授業にしていいものか、悩みどころだ。（11 月 25 日

の感想より）  
 
 ○ 他グループの報告を聞き、翻訳を主にするグループでは、子どもが興味関心を持つ

ような活動が多く、楽しみながら活動していたのだろうと感じました。また、研究

を主に行ったグループは、本当に丁寧に調べていて、それによる発見もあり、聞い

ていて勉強になりました。（1 月 12 日の感想より） 
 



2-2-13 第 13 分科会「日本の水輸入を考える」 

 

担当者 林 武司   受講学生 4 名 
 
活動概要： 日本が輸入（消費）している海外の水資源量を理解するため、各自が調査し

た品目（牛肉、小麦、リンゴ、コメ）について、各国の Water Footprint（生産

するのに消費した水の量）を整理・集計した。その結果を地図として可視化す

るとともに、日本の Water Footprint と比較することで、日本の海外の水資源量

への依存度を調査した。 
活動風景： 

 

 



 
 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ 日本がどれくらい海外の水に依存しているのかということを考えさせられた。食糧

自給率もそうだが、水についても多く依存していると思った。（11 月 4 日の感想より） 
 
 ○ 資料を読んで Water Footprint（生産するのに消費した水の量）がどのように計算さ

れているのかを学習する。全編英語であるため、和訳していく作業を頑張っていき

たい。（11 月 18 日の感想より） 
 
 ○ それぞれが和訳したものを示し合わせていく活動を行った。和訳自体の日本語がお

かしいところがあって、なかなか進まず大変である。（12 月 2 日の感想より） 
 
 ○ 今日で重要な部分を全部和訳することが出来た。大体の意味はつかむことが出来た

が、まだ分からない部分があるので、来週までにもう 1 度復習しておきたい。（12
月 9 日の感想より） 

 
 ○ 今日は発表用のパワーポイントの作成を行った。Water Footprint や、そのマニュア

ルについての説明、各自が調べた品目についての地図や解説など、時間内に発表が

終わるようしっかりまとめたに。（1 月 20 日の感想より） 



2-2-14 第 14 分科会 「シティズンシップ教育と秋大生の活動と評価」 

 

担当者 望月一枝   受講学生 4 名 
 
活動概要： シティズンシップ教育について理解をするため、日本ではどのような活動が

行われているのかを調べた。私たちの身近にあるシティズンシップ教育と考え

られている活動を挙げ訪問調査した。活動を通してシティズンシップを身につ

けているかに着目しインタビューとアンケートを行った。 
活動風景： 

 

 



 
 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
 ○ シティズンシップについて改めて学んだり、他の人の話を聞いたりして、自分のシ

ティズンシップに対する考えも深まったと感じた。他の人と協力して良いものがで

きればいいと、と思った。（11 月 4 日の感想） 
 
 ○ 仙台の小学校で行われている教育の話を聞いて、やはりどんな教育をするに当たっ

ても教師のやる気と練りに練った教育計画が重要だと思った。他の人の発表を聞い

て、自分たちの発表をどれだけ分かり易くできるかが難しいと感じた。（11 月 25 日

の発表より） 
 
 ○ 発表の流れや各スライドの担当も決まって、冬休みでなんとか完成できると思う。

一番始めに調べたことが、ほとんど発表できないのは残念だが、上手くまとめられ

るよう自分の力を尽くしたい。 
 
 ○ いざ練習してみると課題はたくさんあり、本番が不安になった。まだ時間はあるの

で、見直しをしっかりと行い、メリハリのある、分かり易い発表をしたい。また、

私は最初と最後に話すので、責任重大であると感じた。（1 月 20 日の感想より） 



2-2-15 第 15 分科会 「小学校外国語活動教材開発」 

 

担当者 若有保彦   受講学生 13 名 
 

活動概要：本グループでは小学校外国語活動で使用する教材の開発に役立つ情報を収集し、

分析、考察を行った。具体的には、 
(1)日本と諸外国の教育制度の比較 
(2)日本と諸外国の教材の比較 
(3)小学校外国語活動の実際 
の 3 つのテーマについて、小グループに分かれて研究を進めてきた。 

活動風景 

 

 



 

 
受講学生の感想（受講生の受講カードより抽出） 
  ○ 小学校外国語活動の中で、小学校（日本）の活動について調べることになった。

実際に小学校に見学に行ったりもするので、質問項目などを早めに決めたいと思

います。（11 月 4 日の感想より） 
 
  ○ 今日は小学校に電話をかけていき、見学をしていいかアポを取った。まだ実際の

活動にうつるのは難しそうだが、インタビュー内容も決められたのでよかったと

思う。（11 月 11 日の感想より） 
 

○ 日本の外国語活動の教科書の総単語数を数えた。短縮形をどうするのか、shopping、
shop をどのようにカウントするのか、よく考えなければ分からないものがあり、

かなり苦戦を強いられた。（11 月 18 日の感想より） 
 
○ 小学校で行うアンケートの内容についてグループのメンバーとつめていきました。

一言でアンケートと言っても、項目をどうするのか、質問はこれでいいのかなど、

難しいところがたくさんあることを学びました。（12 月 2 日の感想より） 
   

○ 今日は 9:30～旭川小学校の授業見学をしてきました。そのお礼のお手紙の作成と、

東小学校へのアンケート依頼の文書作成をしました。（12 月 9 日の感想より） 
 
○ 日本の英語教育は、他の国より劣っているということが分かった。これからどの

ような対策をすればこれらを改善できるかを考えたい。（12 月 16 日の感想より） 
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～分科会活動報告～

井上央務 堅田真守

北澤宏明 後藤優弥

佐藤治人 高橋理一郎

～食品添加物の役割と必要性～

人間環境課程 井上央務

 普段の生活でなにげなく飲食するような、身近な食
品を用いて、生徒たちに興味を持たせる。

目的
 身近な食品から、食品添加物の役割や必要性など
を理解する。

食品の製造過程で、または食品の加工や保
存の目的で食品に添加する物質のこと。

例）例）

保存料、甘味料、着色料、香料、酸味料、

調味料、発色剤、漂白剤、酸化防止剤

ｅｔｃ…
⇒食品添加物に対するイメージが悪い！？

食品添加物に分類されているものすべてが使
用されていない食品のこと。

⇒「食品添加物はよくない・・・」

⇓⇓

近年、無添加食品は増えている！

本当に食品添加物は私たちの食生活に悪影響
を与えているのか！？

全体発表会用パワーポイント 
分科会NO.4 環境と食品の安全化学

hisa
ノート注釈
hisa : Unmarked
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豆腐

⇒凝固剤（豆腐を固める）、消泡剤（泡立ちを抑える）

 サイダー

⇒酸味料（酸味をつける） 炭酸ガス（爽快感を与え⇒酸味料（酸味をつける）、炭酸ガス（爽快感を与え
る）

⇓

食品添加物がないと成り立たない食品がある！

無毒性量

一生食べ続けても有害な影響が見られない最
大の用量のこと。ラットやマウスなどの動物実
験によって安全性を確かめている。

 １日摂取許容量（ＡＤＩ） １日摂取許容量（ＡＤＩ）

生涯にわたり毎日摂取し続けても影響が出な
いと考えられる一日あたりの量。無毒性量の１
００分の１としてもとめられる。

⇓

動物には全く害のない量にさらに１００倍を超え
る安全性をみこんでいる！

食品添加物がないと作れない食品がたくさん
ある。

新鮮な食品にするためには食品添加物が必
要要。

⇓

食品添加物は、私たちの生活に必要不可欠で
あり、安全でおいしく食事をおこなうために必

要なもの！！

生徒に身に付く力
 メディアリテラシー能力と食品添加物に対する
知識。

人間環境課程

1509410 
堅田 真守

内容が正反対の漫画を使い生徒にどちらが
本当かどうか疑問に思わせる

全体発表会用パワーポイント 
分科会NO.4 環境と食品の安全化学
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化学合成農薬や生物農薬の一部は使用可能

遺伝子組み換え技術不可能

日本では日本農業規格（JAS法）に基づき規
格が定められている

 There are no important differences in the 
nutrition  content, or any health benefits, 
organic food when compared with 
conventionally food.

 (栄養コンテンツには重要な点、または任意の健(栄養 任
康上の利点は、従来食品と比較して有機食品は
差がない。)

 出典 英国食品基準庁
 http://www.food.gov.uk/news/newsarchive/2

009/jul/organic

 無農薬農法で作られたリンゴは農薬使用のリンゴ
よりも２～５倍のアレルギー物質が含まれる。（花
粉症でリンゴにもアレルギーを示す患者の場合）

 無農薬リンゴにはアレルゲンとみられるたんぱく 無農薬リンゴにはアレルゲンとみられるたんぱく
質が多い。

 出典 バイオビジネスオンライン 2005/3/16
 森山達哉・近畿大学農学部講師

 Some forms of organic farming may 
introduce natural toxins into consumers' 
food.

 (有機農業の一部のやり方は、消費者の食品へ
自然な毒素を導き入れるかもしれない。))

 出典 Chemistry World, voll.,no.6(2004)
 http://www.rsc.org/chemistryworld/Issues/2

004/June/organic.asp

 温度３０℃以上湿度９５％以上が最適条件

 日本国内では食品汚染の可能性は低いとみら
れている

 多くの種類の動物に対し非常に強い急性毒性と
発がん性

 症状 発熱、黄疸、足の肥大、激痛、肝不全

 出典 暮らしの健康

メタミドホス アフラトキシン

基準値 ０．０
１(ppm)

基準値 １０（ppb)

症状

胃痙攣、痙攣、
下痢、吐き
気、おう吐

症状

発熱、黄疸、足の肥大、激痛、
肝不全

農水省ホームページより（日本
の場合）

全体発表会用パワーポイント 
分科会NO.4 環境と食品の安全化学
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メデ アリテラシ メディアリテラシー

正しい情報源を使う

他参考文献

食の安全と環境 日本論評者 松永和紀

暮らしの健康 http://www.tokyo-
eiken go jp/issue/health/08/1 3 htmleiken.go.jp/issue/health/08/1-3.html

糖分と合成甘味料糖分と合成甘味料

人間環境課程

北澤宏明

動機づけ動機づけ

清涼飲料水の中でも糖分が多いと思わ
れているコーラは本当にそうなのか？

コーラの中にはカロリー０のものがあるが
実際はどうな か？また砂糖 代わりに実際はどうなのか？また砂糖の代わりに
使用されている合成甘味料の長所や短
所は？

方法方法

日本コカ・コーラ社の製品であるコカコー
ラ、コカコーラzeroに焦点を当て、コーラ
に含まれる糖分の量やzeroに含まれる
合成甘味料の実際のカロリ と使用した合成甘味料の実際のカロリーと使用した
際の問題点などを化学的に調べていく。

身につく力身につく力

この調べ学習を通じて子供たちに問題を
科学的に探究する能力や、科学的な見
方や考え方を養いつつ、食生活リテラ
シ についても力をつけていけると考えシーについても力をつけていけると考え
られます。

全体発表会用パワーポイント 
分科会NO.4 環境と食品の安全化学
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コカコーラコカコーラ コカコーラコカコーラ

栄養成分表示（１００ｍｌ当たり）

・エネルギー：４５kcal
・たんぱく質：0g
脂質 0・脂質：0g

・炭水化物：11.3g
・ナトリウム：0mg

コカコーラコカコーラ４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

500ml

４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

４
g

コカ・コーラコカ・コーラzerozero

コカ・コーラコカ・コーラzerozero

栄養成分表示（１００ｍｌ当たり）

・エネルギー：０kcal※
・たんぱく質：0g
・脂質：0g脂質：0g
・炭水化物：０g
・ナトリウム：７mg

※実際は５００ｍｌで約１４kcal

コカ・コーラコカ・コーラzerozero

４g ４g

５００ｍｌ

４g

全体発表会用パワーポイント 
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コカ・コーラコカ・コーラzerozero

コカコーラzeroで使われている合成甘味料

・アスパルテーム・L‐フェニルアラニン化合物

・アセスルファムK

クラ・スクラロース

アスパルテーム・アスパルテーム・L‐L‐フェニルアラニン化合物フェニルアラニン化合物

特徴
・砂糖の２００倍の甘さ
・不味い

砂糖 分・カロリーが砂糖の200分
の１というローカロリー
・加水分解するため長期
安定性に劣る
・強い酸性と低温状態
（５℃以下）でないと甘味
の効果が発揮できない

アセスルファムアセスルファムKK

特徴
・砂糖の２００～２５０倍の甘
さ
甘味質が柔らか 後 残・甘味質が柔らかで後に残

らず若干の苦みがある
・ノンカロリー甘味料
・熱、弱酸、弱アルカリに
対し安定
・水に溶けやすい

スクラローススクラロース

特徴
・砂糖の６００倍の甘さを
持つ
砂糖 味・砂糖に近い甘味

・ノンカロリー
・水溶液中で優れた耐酸
性、耐熱性

まとめ・考察まとめ・考察

 コーラに含まれる糖分は他の清涼飲料水と比べても
特別多いものではなかった。

 合成甘味料についても味は砂糖などに劣るとしても
ローカロリー、やノンカロリーで安全性があると分かっ
た。た。

 どちらも健康上問題ないと分かったので、運動後や
勉強のときに糖分をとりたいのであればコカコーラを、
肥満などカロリーに気を使っている人であればコカ
コーラzeroなどその人の目的に応じて変えることもで
きる。

教育文化学部人間環境課程

後 藤 優 弥

全体発表会用パワーポイント 
分科会NO.4 環境と食品の安全化学
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昔のダイオキシンの情報を新聞などを使いあ
らかじめ生徒に教えて、なぜ現在は問題とし
て上がってこないのだろうかと疑問に持たせる

昔

 ダイオキシン(枯葉剤)が撒
かれた地域の散布前後で
は、先天異常が発生する可
能性が増加

今

 本当にダイオキシン(枯葉
剤)が原因かわからない

能性が増加

昔

 ダイオキシンは青酸カリの6
万倍の毒性を持つ

今

 モルモットやラットなどの似
た動物でも8千倍という大き
な違いが有るのに本当に人
には害が有る かという疑には害が有るのかという疑
問

昔

 塩素を含むプラスチックの
焼却

 天然には存在しない

今

 木等身近な物質が燃えても
発生する

 天然に存在する

全体発表会用パワーポイント 
分科会NO.4 環境と食品の安全化学








































































































